
ア
ジ
ア
物
性
材
料
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
各
種
レ
ア
メ
タ
ル
材
料
を
提
供

新
日
本
印
刷
あ
な
た
の
俳
句
・
短
歌
を
本
に
し
ま
せ
ん
か

中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
第
回
「
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
賞
」
表
彰
企
業
発
表

エ
ン
タ
ル
ピ
ー
シ
ス
テ
ム
埼
玉
県
限
定
太
陽
光
発
電
共
同
購
入
サ
イ
ト
「
五
光
縁
ｃ
ｏ
ｍ
．
」

スペースプラザ

み
は
し
不
燃
装
飾
部
材
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

ワ
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
「
さ
す
股
」
は
防
御
の
器
具

ダ
イ
シ
ョ
ー
食
品
、
医
薬
品
向
け
「
サ
ニ
タ
リ
ー
ホ
ー
ス
」
大
幅
値
下
げ

ラ
コ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
「
清
缶
剤
」
が
不
要
に
な
る
装
置
が
登
場

シ
ー
イ
ー
シ
ー
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
安
全
な
業
務
運
用
サ
ー
ビ
ス

重
松
製
作
所
ア
ー
ク
溶
接
時
の
Ｃ
Ｏ
（
一
酸
化
炭
素
）
対
策
に

ユ
ー
ベ
ッ
ク
金
属
加
工
用
濾
過
装
置
「
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
エ
ー
ス
」
登
場

南
勢
小
橋
電
機
員
数
管
理
の
で
き
る
ラ
ベ
ル
剥
離
機

大
洋
精
工
地
震
か
ら
大
切
な
家
族
を
守
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
て
こ
リ
フ
タ
ー
」

高
橋
監
理
地
中
熱
暖
房
「
ア
ー
ス
・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
新
発
売

テ
ク
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
用
地
中
探
査
レ
ー
ダ
ー

初
野
建
材
工
業
地
球
に
優
し
い
六
価
ク
ロ
ム
浄
化
剤
『
再
生
６
出
な
し
』

　
日
ご
ろ
書
き
留
め
た
俳
句

や
短
歌
の
力
作
が
、
「
並
製

ア
ジ
ロ
Ｂ
六
判
　

貢
　

万
円
か
ら
」
と
い
う
料
金
で

本
に
で
き
ま
す
。

　
書
籍
や
雑
誌
な
ど
編
集
企

画
、
印
刷
に
実
績
を
持
つ
当

社
が
、
句
集
や
歌
集
の
製
作

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。

　
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
な
ど

お
客
様
の
様
々
な
ご
希
望
に

も
お
応
え
し
、
見
栄
え
の
あ

る
作
品
集
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
作
品
の
入
稿
か
ら
印
刷
・

製
本
・
発
送
ま
で
担
当
ス
タ

ッ
フ
が
き
ち
っ
と
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
自
費
出
版
が
初
め
て
の

方
も
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、
お
問
い
合
わ

せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

新
日

本
印
刷

、
〒

―

東
京

都
新
宿
区
山
吹
町
３
４
２
、

０
３
・
３
２
６
９
・
３
６

１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５
２

６
１
・
７
５
０
５

　
ア
ジ
ア
物
性
材
料

〒

―

神
奈
川
県
横
浜
市
緑

区
中
山
町
１
２
０
０
、

０

４
５
・
９
３
１
・
４
８
４

１

で
は
、
次
の
も
の
を
ご

提
供
し
て
い
ま
す
。

診
断
用
Ｘ
線
医
療
機
器
向

　
け
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
セ
レ
ン

　
及
び
セ
レ
ン
合
金

Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ

Ｃ
ｕ
・
Ｉ
ｎ

　
・
Ｇ
ａ
・
Ｓ
ｅ

太
陽
電

　
池
向
け
セ
レ
ン
・
イ
ン
ジ

　
ウ
ム
・
ガ
リ
ウ
ム

真
空
パ
ッ
キ
ン
グ
材
と
し

て
イ
ン
ジ
ウ
ム
箔
及
び
線

量
の
大
小
問
わ
ず
お
客
様

の
ご
希
望
に
応
じ
た
形

状
、
指
定
品
位
で
供
給
可

能
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
発
生
屑
の
再
生
加
工
ま

た
は
買
い
取
り
も
い
た
し

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ワ
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
は
、
世

間
で
多
発
し
て
い
る
暴
力
行

為
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
器

具
「
さ
す
股
」
の
新
製
品
を

発
売
し
ま
し
た
。

　
こ
の
さ
す
股
は
「
市
民
を

守
る
・
顧
客
を
守
る
・
社
員

を
守
る
・
家
族
を
守
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
例
え
ば
刃
物
を
持
っ

た
暴
漢
な
ど
に
立
ち
向
か
わ

ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
緊
急

事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
、
素

手
だ
と
大
変
危
険
で
と
て
も

戦
う
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
場

合
に
、
手
元
に
こ
の
さ
す
股

が
あ
れ
ば
大
変
心
強
い
と
思

い
ま
す
。

　
同
製
品
は
ア
ル
ミ
製
の
た

め
軽
量
で
丈
夫
に
で
き
て
お

り
、
長
さ
が
１
８
４
５

あ
る
た
め
刃
物
を
振
り
回
す

よ
う
な
暴
漢
で
も
相
手
に
触

れ
る
こ
と
な
く
取
り
押
さ
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
幅
は
４
７
５

で

取
り
押
さ
え
ら
れ
る
と
身
動

き
で
き
な
い
サ
イ
ズ
で
す
。

　
す
で
に
、
東
京
メ
ト
ロ
や

教
育
機
関
な
ど
に
納
入
さ
れ

て
お
り
大
変
扱
い
や
す
い
と

好
評
で
す
。
こ
の
さ
す
股
を

常
に
職
場
な
ど
に
納
入
さ
れ

て
お
く
こ
と
で
痛
ま
し
い
事

件
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と

が
で
き
、
社
会
的
弱
者
で
あ

る
子
供
や
女
性
、
ま
た
日
頃

危
険
な
目
に
あ
う
可
能
性
の

あ
る
職
場
の
人
に
対
し
て
、

緊
急
事
態
か
ら
身
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

で
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
の
職
場

に
も
１
―
３
本
、
備
え
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
さ
す
股
」
は
、
カ
バ
ー

な
し
定
価
１
万
円
、
カ
バ
ー

付
き
定
価
１
万
２
０
０
０

円
。
日
本
製
。

い
ず
れ
も

税
別
・
送
料
別

。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ワ

コ
ー
パ
レ
ッ
ト
　
防
犯
機
器

課
、
〒

―

大
阪
市
西
区

南
堀
江
３
の

の

、

フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・

７
２
２
・
８
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

シ
ー
イ
ー
シ
ー
は
、
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
／
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
／

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
な
ど
、
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
業
務

活
用
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

「
ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
ａ
ｐ
ｐ
ｂ
ａ

ｓ
ｅ

　
ク
ラ
ウ
ド
ア
ッ
プ

ベ
ー
ス
」
を
提
供
し
ま
す
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
で
は
企
業
専

用
の
配
信
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

ら
、
業
務
に
必
要
な
ア
プ
リ

や
フ
ァ
イ
ル
を
ス
マ
ホ
お
よ

び
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
配
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
企
業
が
許
可
し
た
ア
プ
リ

や
フ
ァ
イ
ル
の
み
を
配
信
で

き
る
の
で
、
ウ
ィ
ル
ス
混
入

の
リ
ス
ク
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
紛
失
や
盗
難
対

策
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
所
有
の
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
業
務
で

利
用
す
る
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ

Ｂ
ｒ

ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
　
Ｏ
ｗ

ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ

に
も

対
応
で
き
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

シ

ー
イ
ー
シ
ー
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｑ
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
　
営
業

部
、

０
４
４
・
８
５
３
・

０
２
４
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用

保
護
具
の
新
製
品
と
し
て
、

セ
パ
レ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
シ
ン

ク
ロ
「
Ａ
Ｐ
―
Ｓ
Ｓ
２
０
Ｄ

Ｐ
Ｇ
２
Ａ
」
を
発
売
し
ま
し

た
。

　
こ
の
製
品
は
、
送
気
ユ
ニ

ッ
ト
を
面
体
と
分
離
し
た
、

呼
吸
口
が
作
業
者
の
背
後
に

あ
る
セ
パ
レ
ー
ト
タ
イ
プ

の
た
め
、
顔
の
付
近
に
比

べ
、
溶
接
作
業
時
に
吸
収
す

る
Ｃ
Ｏ
濃
度
の
低
減
が
期
待

で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
の
除
去

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
面
体
や
送
気
管
が
邪
魔
す

る
こ
と
な
く
、
溶
接
面
と
の

併
用
が
可
能
で
す
。

　
パ
ワ
ー
シ
ン
ク
ロ
シ
リ
ー

ズ
は
、
呼
吸
に
合
わ
せ
て
清

浄
空
気
を
供
給
す
る
呼
吸
連

動
形
で
、
面
体
内
を
陽
圧
に

保
持
で
き
る
た
め
、
粉
じ
ん

の
侵
入
を
防
ぎ
、
安
全
性
が

防
じ
ん
マ
ス
ク
よ
り
高
く
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ン
が
回
り
続

け
る
一
定
流
量
形
に
比
べ
て

フ
ィ
ル
タ
が
長
持
ち
し
ま

す
。

　
な
お
、
フ
ィ
ル
タ
Ｇ
２
Ａ

は
、
当
社

水
洗
再
生
リ
タ

ー
ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム

の
利

用
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
使
用

で
き
ま
す
の
で
、
地
球
環
境

に
優
し
く
、
か
つ
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
低
減
で
き
ま

す
。

　
し
か
も
、
ス
イ
ッ
チ
レ
ス

で
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
一
呼

吸
す
る
と
送
風
が
開
始
さ

れ
、
マ
ス
ク
を
外
す
と
自
動

的
に
送
風
が
止
ま
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

重

松
製
作
所
、
〒

―

東
京

都
北
区
西

原
１
の

の

１
、

０
３
・
６
９
０
３
・

７
５
２
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ラ
ベ
ル
の
貼
り
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
南
勢
小
橋
電
機

で
は
、

今
ま
で
に
無
か
っ
た
員
数
管

理
の
で
き
る
ラ
ベ
ル
剥
離
機き

は
く
り

Ｐ
Ｏ
Ｍ
を
販
売
中
で
す
。

　
事
前
に
設
定
し
た
枚
数
を

ブ
ザ
ー
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
点
灯
機
能

で
通
知
し
、
貼
り
忘
れ
を
防

止
し
ま
す
。

　
ラ
ベ
ル
を
台
紙
か
ら
は
が

し
、
取
り
や
す
い
状
態
で
待

機
し
、
計
数
カ
ウ
ン
タ
ー
で

ラ
ベ
ル
枚
数
と
生
産
台
数
が

照
合
で
き
る
機
能
付
き
で
、

ラ
ベ
ル
の
張
り
忘
れ
防
止
と

作
業
工
数
の
削
減
が
で
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
進
化
し
た
ラ
ベ

ル
印
字
機
能
と
台
紙
巻
き
取

り
機
能
を
付
加
し
た
製
品
も

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

　
ラ
ベ
ル
貼
り
付
け
で
お
困

り
の
際
は
、
ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

南
勢

小
橋
電
機

、
〒

―

三

重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町
飯
満

５
７
３
の
３

０
５
９
９
・
６
６
・
２
３

５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
お
客
様
の
満
足
を
や
り
が

い
に
、
地
中
熱
暖
房
シ
ス
テ

ム
を
破
格
の
一
機

万
円
で

新
発
売
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ー
ス
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
」
の
長
所
は
、
体
に
優

し
い家

の
中
は
ど
こ
で
も
同
じ

　
暖
か
さ
・
涼
し
さ
、
家
全

　
体
に
床
暖
房
・
床
冷
房
し

　
た
の
と
同
じ
で
す
。

昼
も
夜
も
穏
や
か
な
終
日

　
冷
暖
房
で
す
。

エ
ア
コ
ン
の
風
が
直
接
体

　
に
当
た
る
不
快
感
が
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
家
計
と
地
球
に

も
優
し
い

初
期
コ
ス
ト
は
不
要
に
な

　
る
エ
ア
コ
ン
よ
り
低
額
で

　
「
ア
ー
ス
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

　
テ
ム
」
の
た
め
の
支
出
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
コ
ス
ト
は
４

の
送

　
風
モ
ー
タ
ー
で
エ
ア
コ
ン

　
の
１
０
０
分
の
１
程
度
で

　
す
。

地
中
熱
を
利
用
す
る
こ
と

　
で
、
そ
の
分
化
石
燃
料
を

　
使
わ
な
い
循
環
型
シ
ス
テ

　
ム
で
す
。

　
「
ア
ー
ス
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

　
テ
ム
」
の
短
所
は

建
物
は
次
世
代
断
熱
性
能

　
が
必
要
で
す
。

急
な
冷
暖
房
が
で
き
ま
せ

　
ん
。

夏
期
の
窓
に
は
日
よ
け
が

　
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

高

橋
監
理
、
〒

―

埼
玉
県

春
日
部
市
豊
野
町
２
の

の

１
、

０
４
８
・
７
３
７
・

７
３
７
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８

・
７
３
７
・
０
８
０
０

担
当

高
崎
　
高
橋

　
地
中
探
査
レ
ー
ダ
ー
「
Ｇ

Ｅ
Ｓ
―
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」

は
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
前

方
に
あ
る
障
害
物
探
査
を
目

的
と
し
て
、
そ
の
有
無
・
距

離
を
探
査
し
表
示
し
ま
す
。

　
本
シ
ス
テ
ム
は
、
地
中
レ

ー
ダ
ア
ン
テ
ナ
、
ス
リ
ッ
プ

リ
ン
グ
エ
ン
コ
ー
ダ
、下
位

現
場
監
視
シ
ス
テ
ム
、
上
位

監
視
シ
ス
テ
ム
の
４
ユ
ニ
ッ

ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
品
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
前

方
の
障
害
物
の
有
無
を
検
知

し
、
障
害
物
の
距
離
を
伝
達

す
る
他
に
、
個
別
の
空
洞
・

水
脈
・
鉄
状
岩

不
発
弾
想

定

を
、
自
動
で
判
別
し
ア

ラ
ー
ム
音
と
表
示
画
面
で
警

告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ー

ル
ド
進
行
の
安
全
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
過
酷

な
現
場
環
境
で
も
安
定
的
に

波
形
処
理
を
行
い
、
正
確
な

地
中
探
査
情
報
を
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
伝
達
し
ま
す
。

　
探
査
情
報
に
合
わ
せ
た
ア

ラ
ー
ム
を
出
力
し
、
カ
ッ
タ

ー
の
移
転
角
度
に
合
わ
せ
て

円
形
表
示
で
探
査
状
態
を
表

示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
詳
細
な
資
料
も
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

テ

ク
ネ
ッ
ト
、
〒

―

大
阪

府
東
大
阪
市
岩
田
町
５
の
２

の

、

０
７
２
・
９
６
３

・
６
２
９
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

２
・
９
６
３
・
６
２
９
２

担
当

前
田

　
大
洋
精
工
で
は
、
重
い
家

具
が
女
性
一
人
で
も
簡
単
に

移
動
で
き
、
耐
震
マ
ッ
ト
も

安
心
で
楽
に
取
り
付
け
ら
れ

る
非
常
に
便
利
な
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ

て
こ
リ
フ
タ
ー
」

価
格
６

９
８
０
円

を
、
７
月
か
ら

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
て
こ
リ
フ
タ
ー
は
、
家
具

な
ど
を
重
さ
の
わ
ず
か
６
分

の
１
の
力
で
持
ち
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
付
属
の
台
車
を

使
え
ば
最
大
３
０
０

の

も
の
ま
で
移
動
可
能
で
す

　
２
セ
ッ
ト
付
属
し
て
い
る

耐
震
マ
ッ
ト
「
防
震
７
」

は
、
震
度
７
ク
ラ
ス
に
対
応

し
て
お
り
、
取
り
付
け
に
手

間
が
か
か
ら
な
い

か
ん
た

ん
設
置
シ
ー
ト

付
き
で

す
。

　
さ
ら
に
、
食
器
棚
に
有
効

な
「
転
倒
防
止
プ
レ
ー
ト
」

も
付
属
し
て
い
ま
す
の
で
大

変
お
買
い
得
で
す
。

　
ほ
こ
り
が
溜
ま
っ
た
家
具

な
ど
の
裏
側
の
掃
除
や
部
屋

の
模
様
替
え
は
も
ち
ろ
ん
、

地
震
に
よ
る
家
具
転
倒
被
害

か
ら
大
切
な
家
族
を
守
る
た

め
に
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
て
こ
リ
フ
タ

ー
」
を
一
家
に
一
台
備
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
　
　

　
お
問
い
合
わ
せ
先

大
洋

精
工

、
〒

―

大
阪
府

東
大
阪
市
宝
町
９
の

、

０
１
２
０
・
８
１
８
・
２
７

２ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い

る
工
場
は
そ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
大
半
が
「
清
缶
剤

や
他
一
部
管
理
薬
剤
」

以

下
清
缶
剤
・
薬
剤

の
費
用

と
い
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
ご

紹
介
は
そ
の
清
缶
剤
・
薬
剤

が
不
要
に
な
る
、
と
い
う
画

期
的
な
装
置
で
す
。

実
用
新
案
特
許
取
得
済

　
本
装
置
を
３
年
前
に
導
入

し
た
工
場
は
、
既
に
１
５
０

万
円
の
清
缶
剤
・
薬
剤
の
コ

ス
ト
削
減
効
果
や
２
年

カ

月
前
に
導
入
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
場
で
は
１
台
の
ボ
イ
ラ

ー
で
２
４
０
万
円
の
清
缶
剤

・
薬
剤
の
コ
ス
ト
ゼ
ロ
の
費

用
効
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

　
本
装
置
導
入
の
そ
の
効
果

は
、

設
置
し
た
日
か
ら
清

缶
剤
・
薬
剤
が
不
要
。

清

缶
剤
等
投
入
機
器
・
場
所
・

人
件
費
が
不
要
。

水
中
溶

存
酸
素
に
よ
る
ボ
イ
ラ
ー
壁

面
の
発

を
抑
制
。

ボ
イ

ラ
ー
内
壁
が
不
動
態
化
し
、

赤

が
黒

に
変
化

ボ
イ

ラ
ー
寿
命
の
延
長
化

ボ

イ
ラ
ー
内
壁
の
シ
リ
カ
等
が

剥
離
す
る
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー

は
く
り

の
熱
伝
導
率

熱
効
率

が

ア
ッ
プ
す
る
。

電
気
伝
導

率
が
安
定
す
る
た
め
ブ
ロ
ー

回
数
が
減
り
、
清
缶
剤
費
用

や
燃
料
費
・
電
気
使
用
料
が

低
減
す
る
。

清
缶
剤
・
薬

剤
を
使
用
し
な
い
た
め
ボ
イ

ラ
ー
排
水
の
排
水
処
理
作
業

が
軽
減
す
る
。

担
当
者
は

清
缶
剤
・
薬
剤
を
扱
わ
な
い

た
め
、
健
康
管
理
で
安
心
。

　
こ
れ
ら
の
効
果
を
確
認
す

る
た
め
に
、
平
成

年
５
月

よ
り
試
験
設
置
を
行
い
設
置

方
法
や
効
果
測
定

公
的
機

関
の
水
質
検
査
結
果

等
を

経
て
予
想
以
上
の
好
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
１
年
半
前
か
ら
、
都
内

大
手
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
や
広
島

の
国
立
大
学
病
院
に
も
導
入

さ
れ
、
装
置
の
効
果
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近

で
は
、
大
手
食
品
メ
ー
カ

ー
、
全
国
１
２
０
店
舗
を
展

開
す
る
和
食
チ
ェ
ー
ン
の
製

造
工
場
、
大
手
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
等
に
導
入

導
入
予

定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

写
真
は
青
森
県
ブ
ロ
イ
ラ

ー
工
場

　
本
装
置
の
設
置
に
よ
り
、

清
缶
剤
を
初
め
と
す
る
ボ
イ

ラ
ー
関
連
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

は
も
ち
ろ
ん
、
関
連
経
費
の

大
幅
な
節
減
で
、
製
品
製
造

コ
ス
ト
を
大
幅
に
ダ
ウ
ン
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

※
詳
細
解
説
は

月
刊
・
工

場
管
理

４
月
号
記
事
参
照

◇
そ
の
他
、

電
源
不
要

メ
ン
テ
年
１
回
／
缶
体
・
濾

剤
洗
浄

仕
様
、
能
力
そ
の

他
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
本
記
事
を
ご
覧
の
方
に
、

貴
社
工
場
の
清
缶
剤
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
診
断
を
無
料
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ラ
コ

ス

、
〒

―

東
京
都
港

区
虎
ノ
門
３
の

の
６
朝
日

虎
ノ
門
ビ
ル
３
１
４
、

０

３
・
５
４
７
３
・
０
３
３

５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５
４
７

３
・
０
５
６
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
フ
ラ
ン
ス
・
Ｇ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
社

の
サ
ニ
タ
リ
ー
ホ
ー
ス
は
、

食
品
、
医
薬
品
、
化
粧
品
な

ど
の
生
産
ラ
イ
ン
向
け
に
、

新
た
に
開
発
し
た
サ
ニ
タ
リ

ー
ホ
ー
ス
で
す
。

　
こ
の
ホ
ー
ス
は
、
ホ
ー
ス

の
両
端
に
各
種
の
接
続
継
ぎ

手
を
取
り
付
け
、
ホ
ー
ス
と

金
具
が
一
体
の
構
造
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ス
と
金

具
の
接
続
部
は
、
全
く
液
だ

ま
り
の
な
い
、
ノ
ン
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

特
許

に
よ
り
接
合
さ
れ
て
お
り
、

製
品
の
コ
ン
タ
ミ
や
細
菌
の

繁
殖
の
心
配
が
い
ら
な
い
構

造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
製
品
に
、
Ｆ
Ｄ

Ａ

米
国
、
食
品
・
医
薬
品

局
、
Ｂ
Ｇ
Ａ

ド
イ
ツ
、保

健
局

の
規
格
を
満
足
し
た

製
品
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

が
添
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ポ
タ
ル
に
つ
い

て
は
日
本
食
品
衛
生
法
準
拠

の
証
明
書
を
添
付
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ス
は
、
シ
リ
コ
ン
、

Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
、
Ｎ
Ｂ
Ｒ
、
テ
フ

ロ
ン
製
が
あ
り
、
サ
イ
ズ
は

直
径
１
・
６

か
ら
１
０

０

ま
で
各
種
用
意
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
さ
は
ご
希
望
の

長
さ
で
製
作
し
、
納
入
可
能

で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ダ

イ
シ
ョ
ー
、
〒

―

静
岡

市
駿
河
区
寿
町

の
５
、

０
５
４
・
２
８
１
・
４
１
２

１

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
４
・
２

８
２
・
１
９
５
５

　
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
シ
ス
テ
ム

は
、
埼
玉
県
に
お
住
い
の
方

に
信
用
と
信
頼
を
持
っ
て
太

陽
光
設
備
の
設
計
・
施
工
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
展
開
し
て

い
る
地
域
密
着
型
の
会
社
で

す
。

　
埼
玉
県
に
お
住
い
の
方
限

定
で
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
展
開

し
て
お
り
、
設
備
費
の
安
さ

と
設
置
後
の
安
心
を
両
面
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
県
内
を
５
つ
の
エ
リ

　
ア
に
分
け
、
各
エ
リ
ア
で

　
設
置
希
望
の
方
が
５
名
に

　
な
っ
た
時
点
で
特
別
価
格

　
に
て
販
売
さ
せ
て
い
た
だ

　
く
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま

　
し
た
。

太
陽
光
発
電
が
、
ご
希
望

　
設
置
価
格
に
下
が
っ
た
場

　
合
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ

　
す
る
機
能
を
新
設
し
ま
し

　
た
。

　
是
非
、
ネ
ッ
ト
で
「
五
光

縁
」
と
検
索
し
て
い
た
だ

き
、
設
置
の
際
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

エ

ン
タ
ル
ピ
ー
シ
ス
テ
ム
　
五

光
縁
・
ｃ
ｏ
ｍ
、

０
１
２

０
・
０
４
９
・
５
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ユ
ー
ベ
ッ
ク
は
、
高
精
度

で
低
価
格
、
特
殊
濾
紙
と
サ

イ
ク
ロ
ン
方
式
を
合
体
さ
せ

た
新
方
式
フ
ィ
ル
タ
ー
搭
載

の
金
属
加
工
用
濾
過
装
置

「
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
エ
ー
ス
」

を
開
発
し
発
売
し
ま
し
た
。

【
特
　
徴
】

　
フ
ィ
ル
タ
ー
装
置
の
内
部

に
設
置
し
た
極
細
の
糸
を
束

ね
た
濾
材
と
遠
心
分
離
方
式

に
よ
っ
て
、
粒
経
５

以

下
の
ス
ラ
ッ
ジ
を
除
去
し
ま

す
。

　
微
細
な
屑
が
発
生
す
る
研

削
加
工
に
有
効
で
、
特
に
磁

性
体
ス
ラ
ッ
ジ
に
抜
群
の
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
設
置
が
容
易
で
、

低
価
格
で
す
。

　
水
溶
性
、
不
水
溶
性
加
工

液
と
も
に
使
用
可
能
で
す
。

研
削
加
工
の
ほ
か
、
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
金
属
加
工
現
場
で
使
用

で
き
ま
す
。

【
高
精
度
加
工
、
コ
ス
ト
削

減
に
貢
献
】

　
ユ
ー
ベ
ッ
ク
は
、
金
属
加

工
用
小
型
フ
ィ
ル
タ
ー
や
大

型
集
中
濾
過
装
置
が
得
意
。

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
加
工
現

場
の
高
精
度
加
工
や
コ
ス
ト

削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ユ

ー
ベ
ッ
ク
、
〒

―

愛
知

県
名
古
屋
市
千
種
区
春
岡
１

の
１
の
２
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ

仲
田
ビ
ル
６
―
３
、

０
５

２
・
７
６
１
・
２
７
２
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
華
飾
材
の
総
合
メ
ー
カ
ー

み
は
し

株

は
、
建
築
用

不
燃
装
飾
部
の
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
品

型
お
こ
し
品

の

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
燃
装
飾
部
材
は
、

内
装
用
装
飾
部
材
の
Ｇ
Ｒ

　
Ｇ

ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
石

　
膏内

・
外
装
用
装
飾
部
材
Ｇ

　
Ｒ
Ｃ
―
Ｌ
製
品

ガ
ラ
ス

　
繊
維
強
化
セ
メ
ン
ト

内
・
外
装
用
装
飾
部
材

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
品

ガ
ラ
ス
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
　
な
ど
の
製
品
が
主
力
で
、

従
来
か
ら
展
開
し
て
い
る
既

製
品
に
加
え
て
、
施
主
や
設

計
者
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
モ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
ド
ー
ム
、

ア
ー
チ

写
真
右

、
パ
ネ

ル
、
装
飾
柱
、
梁
型
、
窓
枠

写
真
左

な
ど
の
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
製
品
を
設
計
や
意

匠
協
力
の
段
階
か
ら
製
品
製

作
、
現
場
施
工
、
仕
上
げ
塗

装
に
至
る
ま
で
、
一
環
し
て

受
注
す
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

　
み
は
し

の
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
製
品
の
メ
リ
ッ
ト
は

３
次
元
曲
線
を
取
り
込
ん

　
だ
自
由
な
デ
ザ
イ
ン
が
実

　
現
で
き
る
。

建
築
の
用
途
・
目
的
に
合

　
わ
せ
て
多
様
な
材
質
が
選

　
択
で
き
る
。

強
靱
で
軽
量
な
材
質
は
躯

体
へ
の
負
担
を
軽
減
で

き
、
施
工
性
が
良
く
工
期

が
短
縮
で
き
る
。

　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
み
は
し

へ
の
建
築
用
不

燃
装
飾
部
材
の
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
は
、
み
は
し
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
ま
た
は
「
み
は
し
Ｇ

Ｒ
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

み
は

し

　
営
業
部
Ｇ
Ｒ
営
業

課
、
〒

―

東
京
都
新
宿

区
新
宿
１
の

の

松
山
ビ

ル
７
階
、

０
３
・
３
２
２

６
・
０
６
９
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

３
・
３
２
２
６
・
６
３
４
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
社
団
法
人
中
小
企
業
研
究

セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
前
田

晃
伸

は
平
成

年
度
の
表

彰
企
業
を
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

【
グ
ラ
ン
プ
リ
】

２
社

◆
ト
ラ
イ
ス

三
重
県

◆

マ
ル
カ
ン

大
阪
府

【
優
秀
企
業
賞
】

７
社

◆

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

　
ム
研
究
所

宮
城
県

◆
相
模
屋
食
料

　
　
　
　
　
　

群
馬
県

◆
日
興
リ
カ

東
京
都

◆

ア
ン
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

愛
知
県

◆
紀
州
技
研
工
業

　
　
　
　
　

和
歌
山
県

◆
範
多
機
械

　
　
　
　
　
　

大
阪
府

◆
泉
鋼
業

　
　
　
　
　
　

香
川
県

【
特
別
賞
】

５
社

◆

中
原
商
店

　
　
　
　
　
　

岩
手
県

◆

ユ
ー
パ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県

◆

デ
リ
カ

　
　
　
　
　
　

長
野
県

◆

テ
ク
ノ
ス
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
　

兵
庫
県

◆
徳
武
産
業

　
　
　
　
　
　

香
川
県

【
新
技
術
事
業
化
推
進
賞
】

２
社

◆

ア
イ
ス
テ
ィ
サ
イ
エ
ン

　
ス

和
歌
山
県

◆

ナ
ノ
テ
ム

　
　
　
　
　
　

新
潟
県

　
な
お
表
彰
式
は
、
平
成

年
１
月

日

月

に
東
京

商
工
会
議
所
国
際
会
議
場
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

中

小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、

０
３
・
３
８
３
１
・
９
０
６

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
８
３

１
・
９
０
６
９

　
家
や
道
路
を
造
る
時
、
今

で
は
ご
く
一
般
的
に
使
わ
れ

て
い
る
壊
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
再
利
用
し
た
再
生
砂
利

や
再
生
砂
。
実
は
近
年
の
研

究
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
を

細
か
く
砕
く
と
、
１

当
た

り
な
ん
と
９

も
の
Ｃ
Ｏ

２
を
吸
収
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
再
生
品
に
は
良

い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時
に
は
再
生
砂
利
・
砂

に
は
発
ガ
ン
性
物
質
の
六
価

ク
ロ
ム
が
環
境
基
準
を
超
え

て
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
初
野
建
材
工
業
で
は
、
こ

れ
ら
を
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
東
京
工
科

大
学
　
杉
山
友
康
教
授
と
の

共
同
研
究
で
六
価
ク
ロ
ム
浄

化
剤

再
生
６
出
な
し

を

開
発
し
、
特
許
も
取
得
済
。

　
気
に
な
る
方
は
弊
社
ま
で

サ
ン
プ
ル
を
お
送
り
く
だ
さ

い
。
無
料
で
六
価
ク
ロ
ム
濃

度
を
測
定
い
た
し
ま
す
。

　
土
壌
汚
染
に
も
対
応
可
能

で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

初
野

建
材
工
業

、
〒

―

埼

玉
県
川
越
市
宮
元
町

の

１
、

０
４
９
・
２
２
４
・

５
１
３
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９

・
２
２
４
・
５
２
０
９

担
当

初
野
直
樹

（ ） 【友の会】 ２０１２年 平成２４年 １１月２３日 金曜日 　　


